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至
誠
の
人　

吉
田
松
陰　
（
二
）

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花

　

華
や
か
な
内
掛
け
姿
の
お
文
の
ポ
ス
タ
ー

が
、
N
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
内
各
所
に
貼
っ

て
あ
り
、「
花
燃
ゆ
」
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
武
士
の
妻
と
い
う
よ
り
、

町
娘
の
よ
う
な
雰
囲
気
か
ら
、
毛
利
家
の
奥

女
中
に
変
身
。
以
前
の
篤
姫
の
よ
う
な
人
気

が
出
ま
す
か
ど
う
か
。
視
聴
率
に
も
注
目
。

　
松
陰
の
弟
子

　

松
下
村
塾
で
、
松
陰
の
薫
陶
を
受
け
た
弟

子
た
ち
を
、
紹
介
し
よ
う
。

●
吉
田
松
陰
門
下
の
四
天
王

　

久
坂
玄
端̶

文
の
夫
。
松
陰
亡
き
後
の
リ

ー
ダ
ー
、
光
明
寺
党
結
成
。

　

高
杉
晋
作̶

奇
兵
隊
結
成
。
功
山
寺
決
起
。

　

吉
田
稔
麿̶

生
き
て
い
れ
ば
総
理
大
臣
に

な
っ
て
い
た
男
。

　

入
江
九
一̶

禁
門
の
変
で
自
害
。
温
厚
篤

実
。

●
そ
の
他
の
主
な
弟
子
た
ち

　

伊
藤
俊
輔̶
初
代
総
理
大
臣
、
伊
藤
博
文
。

　

山
県
狂
介̶
第
三
・
九
代
総
理
大
臣
、
山

県
有
朋
。

　

品
川
弥
二
郎̶

長
州
藩
倒
幕
派
の
一
人
。

戊
辰
戦
争
に
は
奥
羽
鎮
撫
総
督
参
謀
。

　

山
田
顕あ
き
よ
し義̶

陸
軍
中
将
。
歴
代
内
閣
で
司

法
相
。
日
本
法
律
学
校（
の
ち
の
日
大
）創
立
。

　

八
畳
と
十
畳
半
の
二
間
だ
け
の
平
屋
、
松

下
村
塾
で
九
〇
数
名
と
共
に
し
た
の
は
わ
ず

か
二
年
ほ
ど
。
そ
の
短
期
間
で
右
の
優
秀
な

人
材
を
育
て
た
と
い
う
こ
と
は
、
松
陰
の
指

導
が
い
か
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
か
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　

桂
小
五
郎
、
の
ち
の
木
戸
孝た
か
よ
し允
も
、
三
歳

上
の
松
陰
を
兄
と
慕
い
、
弟
子
の
一
人
と
い

わ
れ
る
。
た
だ
し
松
下
村
塾
を
開
く
七
年
も

前
。
松
陰
が
江
戸
遊
学
か
ら
脱
藩
し
て
東
北

遊
歴
、
藩
邸
に
自
首
し
て
萩
に
帰
さ
れ
、
寅

次
郎
か
ら
松
陰
の
号
を
使
用
し
た
頃
の
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）、
桂
は
江
戸
に
出
て
い

る
の
で
、
二
人
の
ふ
れ
あ
い
は
わ
ず
か
だ
っ

た
ろ
う
。
小
五
郎
は
の
ち
に
大
村
益
次
郎
ら

と
長
州
軍
制
を
改
革
。
坂
本
竜
馬
の
斡
旋
に

よ
り
、
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
ら
と
薩
長

連
合
を
結
び
、
王
政
復
古
後
、
西
郷
、
大
久

保
と
共
に
維
新
の
三
功
臣
と
い
わ
れ
る
。

　

二
十
歳
の
寅
次
郎
が
、
十
七
歳
の
小
五
郎

に
大
き
な
志
を
持
た
せ
た
の
で
す
か
ら
、
す

経営と健康

ご
い
の
一
言
に
尽
き
ま
し
ょ
う
。

　

二
十
歳
の
時
、
自
分
は
ど
ん
な
だ
っ
た
か
、

い
や
、
も
う
振
り
返
え
る
の
は
よ
そ
う
。

「
君
の
志
は
、
な
ん
で
す
か
」

「
志
を
立
て
て
以も
っ

て
万
事
の
源
と
為な

す
」

　

す
べ
て
は
志
を
立
て
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

志
と
は
、
士
さ
む
ら
いの

コ
コ
ロ
で
あ
る
。

　

松
陰
は
、「
志
を
持
っ
た
在
野
の
人
々
の

力
に
よ
っ
て
、
日
本
に
変
革
を
起
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
」
と
説
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
草そ
う
も
う
く
っ
き

莽
崛
起
」、

解
り
や
す
く
い
え
ば
、
市
民
革
命
。

　

安
政
五
年
、
日
米
修
好
通
商
条
約
に
、
大

老
井
伊
直
弼
が
独
断
で
調
印
。

　

直
弼
の
独
裁
行
動
は
許
さ
れ
ぬ
と
、
側
近

老
中
間
部
詮
勝
暗
殺
計
画
を
立
案
。
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文
久
三
年
、
尊
王
攘
夷
運
動
は
絶
頂
期
を

迎
へ
、
肥
後
、
長
州
、
水
戸
、
対
馬
、
津
和

野
な
ど
の
志
士
が
集
結
。

　

五
月
、
下
関
で
外
国
船
を
砲
撃
、
し
か
し

決
行
し
た
の
は
長
州
藩
の
み
。

　

攘
夷
派
の
過
激
な
行
動
が
、
公
武
合
体
派

の
薩
摩
、
会
津
な
ど
が
反
発
し
朝
廷
内
の
攘

夷
派
は
一
掃
さ
れ
、
長
州
藩
士
は
京
都
を
追

わ
れ
、
三
条
実
美
ら
長
州
へ
七
卿
落
ち
。

　

新
撰
組
が
池
田
屋
を
襲
撃
し
、
吉
田
稔
麿
、

宮
部
鼎て
い
ぞ
う蔵
は
じ
め
同
志
が
斬
り
死
。

　

長
州
藩
の
冤
罪
を
訴
え
る
た
め
嘆
願
書
を

差
し
出
す
も
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
さ
れ
ば
武

力
で
と
、
遂
に
蛤
御
門
の
戦
い
と
な
り
、
薩

摩
、
会
津
、
桑
名
軍
に
敗
れ
、
重
傷
を
負
っ

た
玄
端
は
、
妻
の
文
に
心
を
残
し
自
刃
。

　

若
者
た
ち
は
、
師
の
心
を
継
い
で
立
ち
上

り
、
死
ん
で
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
■

　

し
か
し
、
実
行
に
移
す
前
に
、
藩
の
守
旧

派
が
松
陰
の
行
動
を
警
戒
し
、
再
び
野
山
獄

へ
。

　

江
戸
に
い
た
久
坂
や
高
杉
が
、
一
刻
も
早

く
討
て
と
指
示
す
る
松
陰
に

　
「
行
動
実
行
は
む
つ
か
し
い
し
、
藩
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
か
ら
時
勢
を
見
て

下
さ
い
」
と
、
諌
言
す
る
も

「
僕
は
正
義
す
る
つ
も
り
、
国
家
に
節
を
守

っ
て
死
ぬ
者
の
無
い
こ
と
、
幾
重
に
も
幾
重

に
も
残
念
」、「
今
こ
そ
草
莽
崛
起
の
時
」、「
今

こ
そ
狂
う
時
」と
、弟
子
に
決
起
を
迫
り
ま
す
。

　
「
知ち
こ
う
ご
う
い
つ

行
合
一
」、
知
は
実
践
を
伴
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
有
言
実
行
あ
る
の
み
と
い
う

松
陰
。

　
松
陰
死
罪

　

遂
に
幕
府
か
ら
、
安
政
の
大
獄
で
松
陰
を

差
し
出
せ
と
命
ぜ
ら
れ
、
護
衛
三
十
名
と
い

う
物
々
し
さ
で
江
戸
へ
護
送
さ
れ
取
り
調
べ
。

尊
王
攘
夷
を
唱
え
て
奔
走
す
る
梅
田
雲
浜
と

共
謀
し
て
い
た
か
ど
う
か
。
御
所
へ
落
し
文
、

投
書
し
て
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
些
細
な
も

の
で
「
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
れ
ば
、
重

罪
に
な
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が

　
「
今
、
日
本
が
直
面
し
て
い
る
危
機
に
対

し
て
、
幕
府
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
幕
府
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
」
一
心
不
乱
に
自
説
を

述
べ
、
間
部
詮
勝
襲
撃
計
画
を
し
ゃ
べ
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

体
制
側
か
ら
み
れ
ば
、
テ
ロ
を
け
し
か
け

て
い
る
張
本
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

過
激
な
危
険
人
物
、
老
中
暗
殺
計
画
は
、

死
罪
に
値
す
る
罪
と
決
定
。

　
「
死
し
て
不
朽
の
見
込
み
あ
ら
ば
、
い
つ

で
も
死
ぬ
べ
し
。
生
き
て
大
業
の
見
込
み
あ

ら
ば
、
い
つ
で
も
生
く
べ
し
」

　

処
刑
を
目
前
に
控
え
た
獄
中
で
し
た
た
め

た
遺
書
、「
留
魂
録
」
の
中
の
言
葉
。

　
「
志
の
た
め
に
は
い
つ
で
も
死
ね
る
し
、

見
込
が
あ
る
な
ら
生
き
よ
う
」
と
、
真
情
を

書
い
て
い
ま
す
。

　
「
オ
レ
は
会
社
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す
」

な
ん
て
豪
語
し
て
い
る
人
が
、
い
ざ
会
社
が

お
か
し
い
と
い
う
と
、
一
番
に
や
め
る
、
そ

ん
な
社
員
い
ま
す
で
し
ょ
、
違
い
で
す
。

　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
月
二
十
七
日
、

松
陰
は
、従
し
ょ
う
よ
う容と

し
て
処
刑
の
場
に
臨
み「
吾

れ
、
今
、
国
の
た
め
に
死
す
」
と
語
り
、「
ご

苦
労
様
」
と
会
釈
し
て
正
座
し
、
そ
の
堂
々

た
る
態
度
に
役
人
達
は
感
嘆
し
た
と
申
し
ま

す
。

　
「
身
は
た
と
ひ
、
武
蔵
の
野
辺
に
朽
ち
ぬ

と
も
、
と
ど
め
お
か
ま
し
大
物
魂
」

　

享
年
三
十
歳
、
伝
馬
町
の
牢
屋
跡
に
碑
が

建
て
ら
れ
、
世
田
谷
の
松
陰
神
社
に
お
墓
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　

翌
年
、
桜
田
門
外
に
て
井
伊
大
老
が
暗
殺

さ
れ
、
い
よ
い
よ
風
雲
急
を
告
げ
、
松
陰
が

処
刑
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ

ー
久
坂
玄
端
の
呼
び
か
け
で
松
陰
の
志
を
継

ぐ
者
で
「
一
燈
銭
申
し
合
せ
」
と
い
う
光
明

寺
党
結
成
。

　

高
杉
晋
作
、
中
谷
正し
ょ
う
す
け

亮
、
品
川
弥
二
郎
、

山
県
狂
介
、
伊
藤
利
助
、
入
江
九
一
、
前
原

一
誠
、
桂
小
五
郎
、
前
田
孫
右
衛
門
ら
、
心

ひ
と
つ
に
一
致
団
結
。
師
松
陰
の
死
が
若
者

た
ち
の
心
を
躍お
ど

ら
せ
た
の
で
す
。

　

久
坂
は
、
高
杉
と
共
に
品
川
御
殿
山
の
英

国
公
使
館
焼
き
討
ち
。


